
厩
究
の
柔

欧
米
人
の
書
け
ろ
日
本
史
の
栞

（
第
六
回
）

激
讐
牧

健

二

第
三
、
特
殊
史
に
關
す
る
も
の

　
H
本
の
歴
吏
を
二
化
現
象
の
各
種
の
方
面
か
ら
攻
究
し

叙
述
し
た
蹴
米
人
の
著
述
は
必
ず
し
も
少
し
ご
は
せ
澱
。

殊
に
政
治
、
経
濟
、
宗
敏
、
美
術
、
言
語
、
其
他
入
紐
、

東
西
の
交
通
な
ご
に
冠
し
て
は
、
風
雲
に
有
盆
に
し
て
既

に
名
の
知
ら
れ
π
著
述
も
あ
る
、
此
等
の
著
述
は
勿
論
各

種
の
雑
誌
報
告
の
類
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
が
甚
だ
多
い
の

で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ン
ス
ス
タ
ー
ン
の
大
日
本
書
史
の
如
き

・
此
等
を
細
…
幽
す
る
に
努
め
π
詳
細
な
る
分
類
目
録
は
、
惜

　
　
　
第
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
敵
米
人
の
書
け
る
日
本
史
の
栞
（
第
六
測
）

い
哉
明
治
三
十
九
年
ま
で
を
以
て
絡
れ
る
次
第
で
あ
る
。

有
名
な
る
チ
ャ
ム
．
逸
レ
ン
氏
の
「
鴇
本
事
物
誌
」
（
劉
寓
・

Ω
螢
菩
①
厭
霞
ど
目
旨
p
o
9
。
・
智
弾
器
の
Φ
）
に
は
、
貯
本
の
特
色

あ
る
昏
種
事
物
に
開
し
、
著
者
の
所
見
や
他
の
卜
者
の
見

解
な
ざ
を
、
多
数
の
項
目
に
分
ち
て
解
説
し
、
餐
項
の
絡

に
重
な
る
滲
考
書
を
掲
げ
て
居
る
が
、
輕
便
を
旨
ピ
し
た

る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

　
此
等
の
著
述
に
は
、
研
究
に
厨
す
る
も
の
ご
、
資
料
に

離
す
る
も
の
こ
が
あ
っ
て
、
日
本
資
料
の
翻
繹
も
数
々
行

は
れ
つ
、
あ
る
次
第
で
あ
る
。
今
弦
に
特
殊
史
の
各
方
面

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
四
五
　
（
～
四
五
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
緻
米
人
の
書
け
る
H
本
史
の
栞
（
第
六
掻
）

に
亙
う
汚
く
観
察
を
律
す
が
如
き
こ
ε
は
、
微
力
の
到
底

及
ば
ざ
る
所
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
を
侯
た
澱
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

乃
ち
叢
に
は
、
先
づ
法
制
史
に
關
し
て
私
が
披
見
の
便
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

得
だ
も
の
を
略
説
し
、
他
の
部
分
に
冠
し
て
は
、
唯
其
中

の
重
要
な
る
も
の
及
び
關
係
の
書
目
等
に
就
て
略
説
し
、

か
く
て
次
回
を
以
て
此
栞
に
就
て
有
す
る
私
の
責
任
の
漸

く
一
部
分
を
終
了
す
る
こ
ε
を
以
て
満
足
し
や
う
ご
思

ふ
。
　
爾
ほ
、
時
代
史
の
場
合
に
書
き
洩
し
た
こ
ご
で
あ
る
が

上
古
史
に
關
す
る
も
の
に
は
、
1
3
ウ
ム
氏
の
「
日
本
の
歴

史
文
化
及
び
藝
術
の
起
源
」
（
丙
。
＜
・
H
●
U
o
o
ヨ
磐
v
円
げ
Φ

望
喩
霞
旨
内
◎
、
冒
℃
碧
Φ
ω
Φ
譲
ω
8
蔓
M
Ω
亀
富
蝕
○
♪
簿
巳

＞
5
が
、
日
本
亜
細
亜
協
継
々
報
償
二
十
五
蓉
に
載
せ
ら

れ
て
居
る
。

　
　
　
漏
、
法
制
史
に
間
す
る
も
の

　
臼
本
法
捌
史
に
關
す
る
欧
米
人
の
著
述
は
、
私
の
乏
し

き
闊
覧
の
範
國
で
は
、
薮
多
し
ご
は
爲
し
得
な
い
が
、
西

　
　
　
　
　
　
　
漁
船
　
　
　
…
携
　
　
　
一
閃
瓢
ハ
　
（
｝
M
四
［
山
嶺
」

洋
法
學
の
見
地
よ
）
獄
本
古
代
法
を
考
霧
せ
ん
こ
し
、
又

は
厭
洲
法
思
懸
こ
の
比
較
を
試
み
た
る
こ
ビ
に
於
て
、
早

　
　
ヘ
　
　
へ

く
其
著
手
を
号
し
て
居
る
黙
は
、
歴
史
的
興
味
を
惹
か
し

む
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
恐
く
他
の
特
殊
史
の
場
合
に

於
て
も
同
罪
な
こ
ご
が
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
墨
差
は
主
こ

し
て
徳
川
時
代
に
限
ら
れ
て
居
る
。

　
1
9
　
　
グ
リ
ス
ビ
i
著
「
家
康
の
逡
法
」

　
　
　
ル
ド
ル
フ
編
「
徳
川
法
令
渠
」

21 202g．

ホ
ー
ル
編
「
霞
本
封
建
法
律
」

コ
ー
ラ
…
著
「
日
本
法
律
一
7
歯
開
す
る
研
究
」
及
び
關
係
論
文

シ
．
モ
ン
ズ
著
ウ
イ
グ
モ
ア
編
「
蔭
日
本
借
地
法
及
び
地
方

的
諸
等
度
略
説
」

ウ
イ
グ
モ
ァ
編
「
蕾
日
本
私
法
研
究
資
料
」

右
の
外
爾
ほ
法
制
史
に
醐
す
る
も
の
は
次
回
に
暫
く
。

　
　
購
ケ
リ
直
覧
「
農
の
遣
法
」

　
　
ミ
・
国
・
悪
冨
ξ
＼
．
目
冨
目
Φ
σ
q
器
唄
。
嵩
曙
器
夢
、

　
　
H
。
。
怯
（
日
》
・
Q
Q
し
・
＜
o
ド
い
）澱



　
　
脚
解
卿
ツ
編
「
徳
川
法
令
集
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
文
も
の
で
あ
っ
て
、
課
文
は
脊
四
十
一
頁
に
及
ん
で
居

　
　
（
O
●
騨
蔑
鷲
興
・
或
。
蟹
出
雲
帥
血
Φ
。
・
①
欝
あ
帥
澤
霞
，
　
る
。
次
に
述
ぶ
る
コ
ー
ラ
ー
民
の
論
文
（
明
治
二
＋
五
年
）

　
　
ぼ
昌
σ
身
㌦
ご
。
。
。
。
℃
（
ジ
臼
ユ
・
9
0
・
冨
9
い
・
ω
巷
℃
・
）
　
　
　
の
如
き
實
に
州
法
採
集
に
依
っ
て
爲
さ
れ
元
も
の
で
あ

　
ル
ド
ル
フ
氏
が
此
書
の
序
言
に
於
て
述
べ
て
居
る
所
に
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

依
っ
て
も
知
ら
る
、
如
く
、
徳
川
氏
の
肉
合
を
翻
課
す
る
　
　
　
グ
ヲ
ス
ビ
r
氏
が
東
京
帝
大
に
法
言
を
講
じ
た
る
頃
、

こ
ざ
は
、
早
く
既
に
慶
癒
元
年
（
一
八
六
五
）
ロ
ー
ダ
ー
氏
　
　
家
康
の
百
箇
條
を
論
じ
た
の
は
、
今
臼
よ
り
見
れ
ば
甚
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

（
ト
蜀
・
ピ
9
乱
9
に
依
っ
て
、
家
康
百
箇
條
の
翻
鐸
が
企
　
　
不
語
全
な
も
の
で
は
あ
ら
う
が
、
歴
史
的
興
味
あ
る
＆
共

て
ら
れ
淀
が
、
明
治
六
年
（
一
入
七
三
）
ヶ
ム
ペ
ル
マ
ン
民
　
　
に
外
國
法
と
の
比
較
研
究
上
呂
ほ
ω
夷
8
け
守
。
な
も
の
で

（
や
丙
。
饗
唱
窪
ヨ
鍵
ε
は
燭
逸
東
亜
協
會
々
報
第
一
慰
に
於
　
　
あ
ら
う
。
彼
は
百
箇
條
が
π
ビ
ひ
疑
は
し
い
も
の
で
家
康

て
家
康
の
十
八
箇
條
及
び
百
箇
條
を
繹
饗
し
、
其
塑
年
ロ
　
　
の
編
纂
物
で
は
な
い
に
し
て
も
、
家
康
の
政
策
を
存
し
た

ー
ダ
ー
民
の
家
康
百
箇
條
の
謬
が
出
さ
れ
た
。
右
に
雪
ぐ
　
　
る
も
の
ε
し
て
歴
史
的
賢
愚
あ
b
ご
見
、
之
に
見
は
れ
た

る
グ
ジ
ス
ビ
ー
氏
の
論
文
（
明
治
八
年
）
は
此
ロ
ー
ダ
ー
氏
　
　
る
當
時
の
冠
會
状
態
、
西
洋
の
法
典
ご
比
較
し
て
見
だ
る

の
家
康
百
箇
條
に
基
き
、
漱
洲
の
法
制
史
に
比
較
し
て
此
　
　
百
箇
條
の
法
典
嫁
し
て
の
性
質
、
家
康
に
依
っ
て
相
綾
者

法
典
に
要
す
る
氏
の
瞥
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
　
　
に
廃
さ
れ
た
る
規
則
こ
し
て
の
性
質
の
三
項
を
考
へ
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
ル
ド
ル
フ
氏
の
徳
川
法
倉
集
（
明
治
二
十
二
年
）
は
、
右
　
　
た
も
の
で
あ
る
。
崩
ち
零
時
日
本
の
魁
會
の
根
底
が
家
で

の
家
康
記
入
箇
條
、
同
百
箇
條
の
外
、
武
家
諸
法
度
、
公
　
　
あ
る
こ
ε
は
先
づ
氣
の
付
く
こ
ご
で
あ
る
が
、
家
は
一
箇

事
方
御
定
書
、
乱
書
、
寛
政
刑
典
、
赦
諸
等
の
翻
諜
を
爲
　
　
の
綿
入
で
あ
っ
て
永
存
性
を
特
徴
ご
し
、
養
子
と
勘
當
ビ

　
　
　
第
八
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
緻
米
人
の
書
け
る
H
本
吏
の
栞
（
第
六
厩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
一
四
七
　
（
嚇
四
七
）



第
八
春
　
　
鞭
究
の
栞
　
　
富
豪
入
の
書
け
ろ
H
本
史
の
栞
（
第
六
飼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
入
　
（
一
四
入
）

の
二
制
度
は
特
色
め
る
も
の
で
、
官
ー
マ
法
に
見
ゆ
る
も

の
ε
も
異
な
れ
り
ご
爲
し
、
結
婚
が
家
ε
家
こ
の
關
係
な

る
こ
ご
、
家
に
賞
し
た
資
格
あ
る
こ
ご
な
ざ
を
説
き
、
か

く
家
が
交
明
の
軍
位
た
る
鮎
で
は
、
日
本
の
肚
會
重
態
は

西
暦
紀
元
前
一
千
年
よ
り
紀
元
後
五
百
年
の
頃
嘗
て
イ
タ

ソ
ヤ
δ
ギ
ソ
シ
ヤ
に
存
在
せ
し
魁
會
状
態
ご
相
似
π
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
併
し
叢
に
日
本
の
特
色
で
あ
り
且
比
較

法
の
學
者
に
興
昧
あ
る
こ
ご
は
、
一
方
此
原
始
的
な
る
肚

會
の
形
態
が
残
存
す
る
ミ
共
に
、
他
方
歓
洲
で
は
十
一
世

紀
に
な
っ
て
初
め
て
起
つ
た
封
建
荊
妻
が
存
在
し
て
居
る

こ
ご
で
あ
る
ご
説
い
た
。
そ
し
て
封
建
制
度
に
俘
ふ
養
子

の
必
要
や
、
士
族
庶
民
の
領
内
生
活
に
慰
す
る
東
西
の
比

較
な
ざ
に
言
及
し
、
次
に
斯
る
煽
情
に
於
け
る
法
律
で
は

今
日
必
要
ご
思
は
る
る
も
の
が
多
く
省
略
さ
れ
、
重
要
で

な
い
ご
思
は
る
る
も
の
が
重
ん
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
自
然

で
あ
る
が
、
ソ
ロ
ン
、
リ
ク
ル
グ
ス
、
十
こ
表
、
モ
ー
ゼ

・
」
初
期
チ
ュ
ー
ト
ン
族
等
上
古
の
諸
法
血
ハ
に
酷
似
せ
る
も
の

あ
り
こ
し
、
其
例
こ
し
て
法
律
ご
道
徳
こ
の
聞
に
明
瞭
な

繭
紬
の
な
い
こ
ご
や
、
實
膿
法
を
殆
ん
ご
省
筆
し
刑
法
に

重
き
を
置
け
る
こ
と
や
、
私
人
の
復
讐
を
許
容
せ
る
こ
ご

や
、
階
級
制
度
を
重
ん
じ
た
る
こ
ご
な
ご
を
暴
げ
た
る
後

爾
者
の
間
に
大
に
相
違
せ
る
瓢
こ
し
て
此
法
典
が
秘
密
に

さ
れ
た
る
こ
ご
を
指
摘
し
、
國
民
が
自
ら
知
ら
ざ
る
法
律

に
依
っ
て
裁
剣
せ
ら
る
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
想
像
に
苦
し
む

や
う
な
こ
ご
で
あ
る
が
、
こ
れ
當
時
習
慣
は
師
ち
法
律
で

あ
っ
て
、
家
康
は
新
法
を
作
れ
る
に
あ
ら
す
、
寧
ろ
善
來

の
法
律
を
撰
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ご
説
い
た

そ
こ
で
百
箇
條
が
法
律
の
成
典
た
る
限
り
に
於
て
は
、
“
家

康
の
遺
法
の
創
見
が
見
は
れ
て
み
な
い
け
れ
こ
も
、
彼
の

相
器
者
が
統
治
す
る
に
準
糠
す
べ
き
政
治
の
原
刻
を
験
の

た
限
に
覧
て
は
、
彼
の
還
法
は
創
設
的
な
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
説
い
て
、
彼
が
朝
廷
、
諸
大
名
、
感
慨
階
級
等
に
樹

し
て
採
っ
た
政
策
の
要
領
を
述
べ
て
居
る
。
之
を
要
す
る

に
此
論
文
は
簡
軍
に
比
較
研
究
的
な
著
想
を
叙
し
た
も
の



で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
、
各
規
定
に
關
し
て
は
、
特
に
興
味
あ
る
も
の
ζ

　
次
に
ル
ド
ル
フ
氏
の
寓
せ
る
御
定
書
百
箇
條
に
就
て
は
　
　
し
て
最
高
裁
到
所
に
解
す
る
訴
に
町
鳶
提
出
の
必
要
な
り

濁
逸
の
比
較
法
學
選
挙
（
N
①
騨
。
ぼ
洋
h
ξ
〈
巽
σ
q
姦
。
冨
鼠
。
　
し
こ
ご
、
謹
言
方
法
の
特
色
、
拷
問
の
方
法
全
員
一
致
に

男
8
寡
ω
興
し
。
ω
。
蕾
。
富
沖
）
第
九
窓
（
一
八
九
一
）
に
、
シ
ュ
ル
　
　
依
る
割
決
、
民
法
に
冒
す
る
諸
制
度
殆
ご
備
は
り
殊
に
保
・

ツ
ェ
ソ
ス
タ
イ
ン
民
の
紹
介
批
評
ご
、
御
定
書
の
性
質
内
　
　
謹
入
制
度
及
び
質
智
慧
の
精
細
な
る
こ
ご
、
今
日
よ
り
見

容
に
濁
し
て
氏
が
考
付
き
た
る
簡
軍
な
る
覗
見
こ
を
述
べ
　
　
て
各
種
の
特
色
あ
る
犯
罪
あ
る
こ
ε
、
未
決
拘
留
を
刑
罰

て
居
る
。
印
ち
此
法
典
に
は
事
件
を
逐
ふ
て
規
定
が
設
け
　
　
拘
留
に
算
入
せ
し
こ
ご
、
刑
罰
執
行
に
蜀
し
て
で
は
な
く

ら
れ
・
手
図
法
ビ
實
膿
法
、
公
法
ご
非
公
法
、
刑
替
私
　
刑
事
訴
追
に
浮
し
て
時
数
を
認
め
た
る
こ
ご
、
刑
罰
の
種

法
ε
の
間
に
必
要
な
る
逼
別
が
全
く
存
在
せ
す
、
法
律
關
　
　
類
等
を
畢
げ
、
術
ほ
ル
ド
川
フ
の
露
文
に
存
せ
る
二
三
の

係
の
理
會
は
法
律
的
ε
言
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
道
徳
哲
學
的
　
　
誤
謬
セ
指
摘
し
て
居
る
◎

で
み
り
警
察
的
で
あ
る
が
、
此
警
察
的
見
解
が
純
然
た
る
　
　
　
日
本
古
代
法
に
毒
す
る
繹
文
は
、
現
代
語
を
以
て
表
は

私
法
的
關
係
に
迄
も
及
び
、
裁
鋼
王
確
定
さ
れ
た
る
民
法
　
　
さ
れ
た
黙
に
於
て
西
洋
の
一
飯
に
墾
考
ご
な
る
の
み
な
ら

的
な
る
義
務
の
不
履
行
は
、
公
法
的
制
度
に
封
ず
る
蓮
反
　
　
す
、
若
し
所
々
誤
謬
が
あ
も
得
べ
き
こ
ご
を
警
戒
す
る
な

ご
し
て
取
扱
は
れ
て
懲
戒
や
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
、
加
ふ
る
　
　
ら
ば
、
我
國
の
學
者
に
と
り
て
も
墾
考
こ
な
る
も
の
で
あ

に
甚
だ
多
く
の
良
心
裁
判
（
野
司
象
ω
賦
ε
が
行
は
れ
た
か
ら
　
　
る
。
爾
ほ
ホ
ー
川
氏
は
臼
本
古
代
法
典
に
牧
め
ら
れ
た
る

ル
ド
ル
フ
氏
も
注
意
せ
る
が
如
く
、
明
に
前
信
の
十
七
世
　
　
貞
永
式
目
以
後
の
武
家
法
律
を
癒
し
て
、
日
本
亜
細
協
會

紀
及
十
入
世
紀
に
於
け
る
警
察
制
度
ご
顛
似
せ
る
こ
ご
を
　
　
応
報
に
連
載
し
た
。
但
、
此
中
に
は
新
編
追
加
、
建
武
以

　
　
　
第
八
巻
　
研
究
の
栞
　
歓
来
人
の
書
け
ろ
緕
本
奥
の
栞
（
第
六
圓
）
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

…
四
九
（
一
四
九
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
　
弄
り
究
の
瓢
米
　
　
　
織
婚
人
の
慨
裡
り
・
か
R
本
吏
の
㏄
茶
（
難
山
ハ
興
）

來
追
加
が
見
え
て
居
ら
ぬ
。

　
　
脚
O
●
麟
鞍
㌔
自
選
翼
霧
Φ
浮
巳
麟
測
夏
草
．
・
（
づ

　
　
》
・
O
Q
ら
∀
＜
o
H
●
ω
令
ω
◎
ω
。
。
・
禽
．
も
○
α
一
同
ヨ
ω
）

　
　
囎
認
安
善
冒
本
曇
編
憲
研
窪

　
　
浮
・
鞠
・
閣
。
蔑
①
び
．
．
硯
貯
蝕
窪
多
震
欝
鑓
智
冨
艮

　
　
8
げ
・
う
欝
騨
8
馨
ご
H
。
。
旨
（
N
臨
挫
ω
9
毫
胃
艶
戦
く
①
お
同
・

　
　
図
0
9
σ
三
ω
・
・
窪
ω
。
げ
僧
3
ヒ
ご
9
H
9
。
。
。
。
暫
曾
α
上
台
）

．、

L
逸
比
較
法
學
の
大
家
コ
ー
ラ
ー
逗
留
が
、
前
掲
μ
ド

ル
フ
民
の
鐸
文
や
、
其
他
潔
く
欧
文
の
資
料
を
用
ひ
て
，

既
に
明
治
二
十
五
年
置
、
日
本
古
代
法
に
書
す
る
所
見
を

蓮
べ
て
居
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
口
本
古
代

法
は
軍
に
大
酒
律
A
ド
の
み
な
ら
す
、
徳
川
の
牽
牛
も
亦
、

書
く
支
那
の
世
界
擬
人
生
擬
の
上
に
立
て
る
も
の
で
あ
る

ζ
言
っ
て
、
常
に
支
那
法
の
繊
受
て
ふ
こ
芒
を
念
頭
に
置

い
て
此
論
を
駕
し
て
居
る
。
刑
法
、
土
地
所
有
制
度
及
び

物
権
、
．
債
務
前
業
及
び
商
業
の
法
満
國
家
組
織
及
び
帯
鋼

訳
無
、
親
族
法
の
寒
駅
に
分
た
れ
て
居
る
が
、
資
料
の
醐

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
面
○
　
（
一
五
〇
）

係
上
、
大
賓
律
命
の
こ
ご
を
少
し
く
論
じ
、
中
世
の
分
は

殆
ん
ざ
之
を
歓
け
る
も
、
徳
鎖
時
代
の
法
糊
蘇
に
御
定
書

に
以
て
は
相
子
詳
細
な
る
研
究
を
爲
し
て
居
る
。
但
家
康

百
箇
，
條
ご
言
ふ
如
き
も
の
の
法
律
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居

る
。

　
刑
法
に
就
て
は
、
徳
川
民
の
刑
法
を
氏
の
支
那
刑
法
論

（
Ω
首
。
駐
。
冨
ω
ω
鍵
競
3
。
～
）
に
依
り
支
郷
刑
法
ε
比
較

し
、
支
那
法
（
大
手
律
例
）
に
於
て
は
殆
ご
溝
滅
し
た
る
親

族
に
依
る
復
讐
剃
度
が
認
め
ら
れ
、
裁
判
上
の
拘
束
の
下

に
之
を
行
ふ
ご
得
せ
し
め
ら
れ
た
る
こ
ご
を
家
康
百
箇
條

に
依
り
て
説
き
、
偶
殊
…
に
生
す
る
不
法
行
鴬
が
罪
せ
ら
れ

又
、
正
警
防
衡
の
鋼
度
は
支
那
法
ご
同
濃
に
獲
達
識
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

り
し
も
，
共
に
其
慮
刑
が
衣
第
に
緩
和
に
趣
き
だ
る
を
注

意
し
、
緊
急
避
難
は
免
責
原
因
ご
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

特
赦
の
原
因
ご
な
っ
た
ご
言
ひ
、
親
族
の
縁
坐
が
澱
重
に

定
め
ら
れ
し
を
説
き
、
笠
ハ
他
自
首
に
依
る
刑
の
滅
冤
、
恩

赦
、
」
既
逐
未
逐
中
止
、
共
犯
醤
助
勢
酸
、
告
知
義
務
、
拷



問
、
不
作
爲
犯
、
因
果
關
係
、
累
犯
加
重
、
時
数
、
犯
罪
　
　
に
依
っ
て
、
此
法
は
近
代
的
槻
念
ご
相
違
せ
る
も
の
で
あ

の
競
合
等
に
就
て
簡
輩
に
説
明
し
、
死
刑
、
鉄
所
、
追
放
　
　
り
、
年
長
者
を
無
漏
件
的
に
愈
増
す
べ
き
義
務
を
負
は
し

以
下
の
刑
罰
、
刑
の
執
行
、
殺
入
以
下
の
各
種
の
罪
に
就
　
　
め
詣
る
家
族
薄
紗
は
、
奪
長
者
を
告
嚇
せ
ば
、
斎
垣
告
爽

て
略
説
し
、
何
れ
も
本
釜
は
支
那
思
想
に
指
導
さ
れ
て
出
　
　
が
正
し
く
と
も
、
其
告
患
者
は
重
く
罰
せ
ら
れ
、
叉
封
建

來
た
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
黙
に
於
て
登
達
が
あ
る
こ
　
　
的
思
想
に
基
き
、
熟
人
を
傷
害
せ
る
者
に
は
酷
刑
を
課
す

’
ご
を
述
べ
、
最
後
に
、
不
定
刑
罰
の
組
織
は
徳
川
の
立
法
．
　
る
ピ
言
ふ
が
如
き
、
西
洋
の
法
律
に
は
反
響
の
な
い
規
定

の
特
色
を
尽
す
も
の
で
あ
っ
て
、
刑
罰
に
開
す
る
裁
鋼
官
　
　
を
設
く
る
に
至
れ
る
こ
ご
を
指
摘
し
、
日
本
古
代
法
の
最

の
評
定
も
其
執
行
も
共
に
不
定
で
め
っ
た
か
ら
、
受
刑
者
　
　
後
の
時
期
に
於
て
も
、
東
方
ア
ジ
ア
の
思
想
は
十
分
其
特
．

は
全
く
政
府
の
意
の
ま
、
に
扱
は
れ
た
こ
と
を
注
意
し
て
　
　
色
を
見
は
し
。
個
入
の
登
達
ご
鑑
賞
的
交
通
に
入
る
こ
ビ

刑
罰
が
強
制
的
敷
育
で
あ
っ
て
個
別
的
に
相
違
す
べ
き
も
　
　
に
背
反
し
て
み
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
明
治
時
代
に
至

の
で
あ
る
限
り
、
刑
の
不
定
は
今
日
に
撃
て
も
理
論
上
は
　
　
り
初
め
て
新
し
い
進
路
を
開
か
れ
た
の
で
あ
る
ご
述
べ
た

意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
か
く
不
定
な
ら
ば
將
軍
　
　
（
ω
。
。
い
1
重
い
）

の
法
律
は
、
刑
罰
を
知
ら
す
叉
之
を
行
は
な
か
っ
た
の
で
　
　
　
次
に
江
戸
時
代
の
土
地
所
有
の
制
度
に
就
て
は
、
譲
渡

あ
る
ご
説
き
、
斯
様
に
將
軍
の
法
の
刑
罰
組
織
は
今
日
の
　
　
に
關
し
て
買
戻
を
條
件
こ
す
る
は
支
那
法
ご
同
じ
く
瀞
叉
．

戚
情
に
反
す
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
家
族
の
連
楷
責
任
が
　
　
譲
渡
は
少
く
こ
も
町
屋
敷
に
於
て
は
之
を
町
内
に
知
ら
し

除
去
さ
れ
す
、
偶
然
に
生
す
る
責
任
な
る
も
の
が
存
在
し
　
　
め
、
町
の
土
地
登
記
簿
に
登
録
す
る
こ
ご
を
要
し
た
る
こ

正
嘗
防
衛
や
緊
急
避
難
の
禰
度
が
登
達
し
て
居
な
い
こ
ε
　
　
こ
も
亦
支
那
法
に
該
撫
す
る
も
の
こ
し
、
土
地
新
開
の
告

　
　
　
箪
入
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
緻
米
入
の
書
け
ス
日
本
史
の
栞
（
第
山
立
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
鵬
　
’
　
「
五
↓
　
（
一
五
一
）



第
八
巷
　
醗
究
の
栞
　
激
米
人
の
書
げ
る
n
本
鐙
の
栞
（
簗
ハ
醗
）
　
　
　
　
　
第
一
號
．
一
五
二
（
叫
五
二
）

知
森
林
の
伐
探
、
境
界
の
樹
木
、
河
水
の
堰
止
、
野
獣
の

害
を
除
く
爲
に
す
る
与
国
…
、
田
畑
永
代
實
買
の
禁
等
を
略

説
し
、
拾
得
物
及
び
盗
見
に
醐
す
る
規
定
、
不
動
産
の
質

及
び
蛍
雪
を
説
明
し
、
殊
に
質
の
規
定
に
際
し
て
は
詳
細

な
る
凄
惨
を
な
し
、
此
規
定
は
流
質
に
博
す
る
規
定
を
除

け
ば
支
那
法
ご
一
致
し
て
居
る
ご
述
べ
た
。
（
命
ω
i
台
ω
）

　
又
、
債
務
法
に
間
し
、
借
金
の
返
濟
を
爲
さ
ざ
る
債
務

者
に
封
し
て
刑
罰
を
課
し
た
る
は
支
那
法
に
同
じ
一
、
財

産
上
の
強
制
執
行
は
大
に
登
達
し
、
金
銭
貸
借
、
質
入
、

責
買
、
雇
傭
等
に
難
し
保
墨
縄
の
制
度
が
重
要
な
る
意
義

を
有
し
た
る
こ
ご
を
説
い
た
。
螢
業
に
節
し
て
は
支
那
法

に
於
る
が
如
く
、
紅
雲
制
度
が
存
在
し
、
實
に
法
律
上
の
・

排
他
性
を
有
し
た
る
こ
ご
を
指
摘
し
、
更
に
金
銭
貸
借
、

雇
傭
契
約
、
商
業
帳
簿
、
螢
業
警
察
、
古
物
商
、
行
商
、

海
上
取
引
等
に
關
し
て
略
説
し
た
。
（
台
N
一
台
℃
）

　
次
に
書
家
組
織
及
び
裁
例
制
度
に
就
て
は
、
江
戸
時
代

π
於
る
日
本
の
冠
會
が
、
村
落
及
び
五
人
組
ご
、
將
面
繋

届
の
臣
下
並
に
将
軍
こ
の
結
合
が
緩
い
領
主
ざ
の
、
二
方

面
に
於
て
曇
議
し
た
る
こ
ご
を
指
摘
し
、
叉
屡
々
説
か
る

る
家
老
制
度
｛
凄
9
霧
勇
。
川
霧
昏
費
回
ρ
）
に
鞭
て
注
意
し
、
裁
錫

駈
の
構
成
訴
訟
手
輿
に
就
て
概
説
し
て
居
る
。
（
台
？
嘉
零
）

　
親
族
法
に
凝
す
る
部
分
（
蕊
下
轟
台
）
は
、
主
ざ
し
て
鑑

論
文
の
成
さ
る
る
二
年
前
（
嗣
治
二
十
三
年
）
に
制
定
さ
れ

し
親
族
及
び
相
輿
法
及
び
當
時
の
慣
行
に
開
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
以
上
は
コ
ー
ラ
ー
敷
授
の
所
説
の
要
旨
で
あ
る
が
、
な

ほ
之
に
驕
聯
し
て
鵜
逸
比
較
法
學
難
聴
に
見
え
だ
る
次
の

二
文
を
紹
介
し
て
置
き
た
い
。
一
つ
は
右
の
論
文
ご
並
び

掲
げ
ら
れ
、
コ
ー
ラ
ー
氏
が
註
を
附
し
て
居
る
「
臼
本
法

律
に
就
て
」
（
N
¢
ヨ
宣
三
周
旨
9
c
p
汚
o
o
算
）
ε
云
ふ
文
で
あ

る
が
、
入
事
法
、
親
族
法
、
相
績
法
に
關
し
、
當
時
濁
逸

に
あ
り
し
司
法
省
の
杉
山
氏
が
、
江
戸
時
代
よ
り
行
は
れ

解
る
慣
習
に
就
て
述
べ
た
る
所
を
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
氏
、

（
囚
旦
津
冨
盆
。
冨
）
が
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

9



　
又
、
プ
ラ
イ
ス
氏
の
書
け
る
「
溝
本
法
律
に
於
け
る
責
　
　
あ
っ
て
、
前
者
に
面
す
る
も
の
と
し
て
は
、
一
心
に
て
圭
殺
、

任
な
き
反
魅
會
的
事
實
の
所
罰
」
（
麟
・
犀
。
溶
ρ
d
画
。
切
①
・
　
親
殺
を
な
し
細
心
な
り
し
こ
ご
明
か
ε
な
る
も
死
刑
な
う
レ

噛・

ﾘ
帥
津
昌
σ
q
魁
＄
賃
β
ぐ
Φ
暴
。
げ
弦
恥
O
霊
β
ω
震
貯
．
溶
O
げ
働
9
嵩
　
　
が
如
き
純
然
た
る
結
果
責
任
の
場
合
ご
、
翫
心
に
て
殺
人

。
〆
①
β
噌
暮
び
霧
審
⇒
諏
＄
画
§
冒
娼
鷺
駐
。
げ
Φ
β
國
o
o
げ
計
　
　
　
を
な
し
て
死
刑
に
吊
せ
ら
る
る
が
如
き
故
意
の
假
定
あ
る

舜
。
財
囚
ε
律
暮
学
○
ω
巴
9
ヨ
。
σ
q
p
潜
く
。
髭
ま
評
b
ご
〇
二
瞬
昌
ぬ
℃
H
ω
　
場
合
ビ
、
車
を
引
掛
て
人
を
殺
し
た
る
者
が
死
刑
に
露
せ

属
9
卜
⊃
担
ω
ω
・
鳶
1
。
。
い
し
は
、
公
事
方
御
定
書
に
見
は
れ
て
　
　
ら
れ
た
る
が
如
く
過
失
が
假
定
さ
れ
し
場
合
ご
の
三
つ
の

居
る
刑
法
に
就
て
、
今
日
謂
ふ
所
の
故
意
過
失
の
責
な
ぎ
　
　
場
合
あ
り
と
し
、
次
に
後
者
の
刑
罰
が
起
り
得
べ
き
關
係

反
冠
會
的
事
事
に
就
て
刑
罰
を
課
せ
ら
れ
た
る
場
合
を
述
　
　
は
、
犯
人
ご
の
間
に
家
族
足
斑
が
あ
る
ε
か
又
は
之
ご
経
」

べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ラ
；
氏
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か
ら
　
　
濟
的
關
係
が
あ
る
と
言
ふ
が
如
き
全
く
外
部
的
で
犯
罪
ご

出
さ
れ
た
。
帥
ち
斯
か
る
刑
罰
は
、
（
一
）
受
刑
者
が
自
己
　
　
は
關
係
の
な
い
事
實
に
基
い
て
愛
せ
ら
る
る
場
合
ご
、
警

の
行
爲
に
依
っ
て
關
係
の
事
實
を
實
現
し
た
が
爲
め
に
罰
　
　
察
國
家
に
必
要
な
此
時
代
の
監
視
制
度
に
依
り
一
定
の
監

せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
今
田
の
刑
罰
概
念
に
從
へ
ば
　
　
親
の
任
を
有
す
る
者
（
例
へ
ば
名
主
五
入
組
月
行
事
）
が
其

彼
に
此
刑
罰
を
叙
す
べ
き
も
の
で
な
い
場
合
ε
、
（
二
）
受
　
　
義
務
を
怠
っ
た
ε
言
ふ
理
由
に
依
り
、
今
日
の
意
味
に
於

刑
者
は
面
隠
行
爲
を
自
ら
爲
さ
す
、
叉
は
此
行
爲
に
闇
し
　
　
る
過
失
が
存
在
し
得
す
叉
は
存
在
せ
ざ
る
に
も
拘
ら
す
、

自
ら
責
任
を
有
し
な
い
が
、
政
治
上
の
考
量
に
基
け
る
理
　
　
無
色
せ
ら
る
る
場
合
ご
、
逃
亡
し
た
る
犯
人
の
捜
査
を
言

歯
か
ら
し
て
適
せ
ら
れ
、
從
っ
て
行
爲
ご
受
刑
者
ご
の
悶
　
　
ひ
渡
さ
れ
淀
る
者
が
犯
入
を
得
ざ
る
ε
き
は
、
彼
の
爲
し

に
は
因
果
關
係
が
問
題
こ
な
ら
な
い
場
合
ご
に
起
る
の
で
　
　
得
べ
き
こ
ご
は
凡
て
之
を
窮
し
た
る
ご
否
ご
を
論
せ
す
し
、

　
　
　
第
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
歓
来
人
の
審
け
ろ
日
本
史
の
栞
（
第
六
圓
）
　
●
　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
…
五
三
　
ハ
…
五
三
）



第
入
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
隊
来
人
の
書
け
る
n
本
史
の
栞
（
第
六
圓
）
　
・
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
剛
玉
眼
　
（
一
五
四
）

て
庭
記
せ
ら
れ
た
る
場
合
ご
を
暴
げ
て
居
る
。
か
く
て
科

條
類
典
が
責
任
な
き
反
肚
會
的
事
實
を
罰
し
た
る
こ
ε
に

依
り
、
．
此
法
跳
ハ
の
・
中
に
は
虫
下
任
あ
る
者
を
慮
罰
す
る
て
ふ

今
日
の
思
想
に
依
れ
ば
重
弁
な
る
こ
ご
を
認
め
難
い
多
く

の
規
定
を
存
す
る
が
、
併
し
乍
ら
心
理
學
的
に
熟
練
し
た

る
近
代
的
意
味
に
於
て
正
善
な
る
票
決
に
醤
す
る
附
加
物

た
る
こ
ε
を
顯
せ
る
黙
に
於
て
、
近
代
的
原
理
に
適
つ
た

為
の
で
あ
る
ご
論
じ
て
居
る
。

　
　
瓢
霧
髪
蕎
雁
竈
ア
編
馨
呆
借
地
法

　
　
　
　
及
び
地
方
餉
諸
制
度
略
説
」

　
　
ビ
や
夢
轡
　
o
む
一
巳
霧
舅
。
唖
“
。
．
謬
暮
①
憩
。
拶
8
翁
。
β
幽

　
　
噌
Φ
國
影
奉
s
◎
圏
蜘
　
困
9
巴
　
岡
嵩
む
簗
甑
齢
鎖
酔
ぽ
留
醜
　
一
謬
◎
嬢

　
　
観
潮
s
。
β
「
と
。
象
銭
9
甘
7
μ
甲
H
．
芝
肇
き
吋
。
」
・
。
り
H

　
　
（
8
｝
し
∩
・
ト
＜
○
囚
・
×
困
諸
℃
や
●
鴇
よ
＼
○
）

　
米
八
ハ
シ
モ
ン
ズ
氏
（
一
八
一
ご
四
一
一
入
麺
八
九
）
は
階
酋
を
山
霊

ビ
し
、
安
政
六
年
我
國
に
潜
り
で
よ
b
、
我
國
に
在
る
こ

ご
前
後
約
二
十
五
箇
年
、
深
く
日
本
に
親
し
め
る
入
で
あ

る
。
晩
年
H
本
の
魁
會
組
織
、
家
族
制
度
、
地
方
政
治
の

組
織
等
の
研
究
を
志
し
、
地
方
凡
例
録
、
地
方
落
穂
集
等

に
依
っ
て
、
叢
に
示
せ
る
手
録
を
擁
し
た
の
で
あ
る
が
、

研
究
の
業
を
途
げ
す
し
て
没
す
る
や
、
法
學
者
ウ
イ
グ
モ

ァ
氏
は
之
を
整
理
し
、
更
に
地
方
制
度
通
、
大
日
本
不
動

産
史
、
荘
園
考
其
他
民
事
慣
例
類
集
、
・
田
園
地
方
趙
源
、

大
和
藩
制
、
仙
壷
藩
郡
市
村
町
制
度
参
宮
の
墾
考
書
や
其

他
の
資
料
に
基
い
て
、
粗
起
に
詳
細
な
る
脚
注
や
批
評
を

加
へ
て
公
け
に
し
だ
の
で
あ
る
Q
（
編
者
塵
一
目

　
シ
モ
ン
ズ
民
は
江
戸
時
代
に
於
け
る
地
方
的
諸
王
脚
度
の

精
瀞
が
、
慣
習
法
の
奪
重
に
在
つ
だ
こ
言
ふ
黙
を
力
説
し
、

蕾
日
本
で
は
肚
曾
は
郎
ち
法
で
あ
っ
て
、
村
落
集
團
の
政

治
は
自
治
的
で
あ
り
民
主
的
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
老
中
の

專
決
せ
る
法
に
憲
心
し
た
こ
思
は
や
大
な
る
誤
り
で
あ
る

老
中
は
高
等
裁
割
所
ご
言
ふ
べ
き
も
の
で
、
民
間
の
法
は

彼
等
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
無
い
。
日
本
人
が
法
に

無
智
で
あ
わ
、
從
っ
て
個
人
の
灌
利
に
無
智
で
あ
っ
た
黙



を
除
け
ば
、
多
く
の
國
民
が
如
何
な
る
小
農
民
に
至
る
ま
．

で
も
、
樺
利
義
務
に
良
く
親
し
む
で
居
た
こ
ご
、
日
本
に

優
る
が
如
き
國
は
恐
ら
く
世
界
に
無
か
っ
た
で
あ
ら
う
ご

流
～
べ
た
O
（
お
占
。
）

　
右
は
村
落
の
自
治
で
あ
る
が
、
翻
っ
て
上
よ
り
行
は
る

る
地
方
政
治
を
見
る
に
、
幕
府
の
領
地
に
猛
て
は
、
政
治

は
決
し
て
一
時
酌
の
利
盆
を
目
的
こ
し
て
行
は
れ
す
、
儒

生
の
思
想
に
よ
り
て
爲
さ
れ
、
正
護
公
李
が
貴
ば
れ
た
Q

税
は
重
か
っ
た
が
百
姓
つ
ぶ
れ
を
さ
せ
濾
や
う
に
注
意
し

た
ゆ
百
姓
の
地
位
は
錬
重
せ
ら
れ
た
、
外
廓
で
は
納
貌
は

掠
奪
さ
る
る
も
こ
と
の
如
く
に
考
へ
ら
れ
だ
が
、
日
本
で

は
発
く
異
な
り
、
忠
義
で
あ
る
ご
思
は
れ
、
否
多
少
誇
り

で
あ
る
ε
思
は
れ
た
。
此
等
の
諸
黙
を
注
意
せ
る
後
、
幕

府
の
領
地
で
は
諸
藩
に
於
け
る
よ
り
も
民
政
が
寛
大
で
あ

っ
た
の
は
、
行
政
の
精
霊
と
方
法
ご
に
於
て
相
良
が
存
し

た
る
こ
ご
を
説
い
て
居
る
が
、
編
者
ウ
イ
グ
モ
ァ
氏
は
此

黙
に
就
て
批
評
を
加
へ
、
徳
川
氏
の
寛
大
な
る
政
治
も
亦
、

　
　
　
索
出
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
殿
媒
人
の
霧
け
ろ
縫
本
史
の
栞
ハ
第
壌
圓
）

　
ヘ
　
　
へ

其
精
励
に
於
て
は
諸
侯
ご
居
る
こ
ざ
な
く
、
百
姓
の
幸
輻

の
爲
め
よ
り
も
、
徳
川
氏
の
誉
め
に
良
馬
を
養
は
ん
ピ
し

た
の
に
過
ぎ
な
い
ご
言
っ
て
、
家
康
ご
フ
レ
デ
ソ
キ
大
王

ビ
を
比
較
し
て
居
る
。
（
い
マ
α
ω
）

　
以
上
を
以
て
緒
論
ビ
な
し
、
次
に
土
地
法
、
農
村
の
諸

制
皮
、
及
び
農
奴
及
び
積
多
階
級
な
る
三
章
を
設
け
て
、

耕
地
の
大
さ
及
び
等
級
、
郷
士
以
下
水
呑
に
至
る
土
地
保

有
者
の
階
級
、
抵
當
、
相
績
、
五
人
組
制
度
、
名
主
其
他

の
村
役
入
、
村
の
抗
、
地
心
の
決
定
徴
牧
，
和
解
を
重
ん

じ
允
る
地
方
の
裁
割
及
び
手
縫
、
寺
院
の
行
政
、
村
民
の

相
互
扶
助
、
家
が
鮭
會
の
基
礎
た
る
こ
ご
、
農
奴
制
の
起

源
、
薇
多
其
他
の
下
履
階
級
記
脅
し
、
主
こ
し
て
就
下
生

活
の
状
態
を
述
べ
て
居
る
。
（
α
寺
H
轟
。
。
）
別
に
臼
新
し
い
叙

遽
も
な
い
が
、
シ
モ
ン
ズ
氏
は
西
洋
人
ご
し
て
は
、
初
め

て
日
本
の
地
方
制
度
を
研
究
し
，
か
の
メ
イ
ン
が
説
け
る

が
如
き
村
落
集
團
（
＜
箆
p
σ
q
o
∩
○
巳
勇
琵
三
〇
ω
）
が
、
日
本
に

存
在
せ
る
こ
と
を
螢
見
し
た
も
の
で
あ
る
ご
述
べ
て
大
に

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
｝
五
五
　
（
…
五
五
）



第
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
緻
栄
人
の
最
弓
る
鷺
本
史
の
栞
（
第
六
画
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
…
號
　
　
　
一
濫
六
　
（
｝
五
六
）

満
足
し
て
居
た
。
（
禽
）

　
編
者
ウ
イ
グ
モ
ア
氏
は
此
手
録
を
整
理
し
、
各
階
に
於

て
批
鋼
的
見
解
を
述
べ
た
が
、
爾
ほ
終
に
結
論
を
附
し
、

日
本
事
物
の
研
究
が
欝
欝
の
如
く
、
珍
ら
し
き
も
の
西
洋

蘭
な
ら
澱
も
の
を
求
む
る
の
で
は
な
く
、
駄
洲
の
歴
史
ビ

相
似
た
る
方
面
に
於
て
、
織
本
の
歴
史
が
欧
洲
の
歴
史
に

光
を
投
ず
る
や
う
な
事
實
に
就
て
も
、
注
意
を
な
す
べ
き

も
の
で
あ
る
ご
言
っ
て
、
日
本
の
奴
隷
制
度
、
土
地
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

村
落
制
度
等
に
与
し
、
比
較
吏
上
鞘
町
有
盆
な
る
ヒ
ン
ト

を
掲
げ
て
居
る
。
帥
ち
日
本
上
代
の
農
奴
を
脚
数
よ
り
考

ふ
れ
ば
、
納
移
住
民
に
依
る
日
本
の
征
服
は
、
ゲ
ル
マ
ン
族

の
場
合
よ
り
も
寧
ろ
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
族
に
依
る
莫
國

の
征
服
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ご
考
へ
、
又
原

産
民
が
征
服
さ
れ
て
農
」
双
こ
な
っ
て
み
た
も
の
ざ
す
れ
ば

今
田
の
日
本
人
は
ベ
ル
ッ
氏
の
説
の
如
く
凡
て
移
住
せ
る

侵
入
者
か
ら
起
つ
た
も
の
の
で
あ
る
ご
は
爲
し
難
い
で
あ

ら
う
ざ
言
ふ
推
定
を
通
し
た
（
ら
至
【
鴇
）
o
次
に
土
地
制
度
’

封
建
制
度
村
落
制
度
等
に
關
し
て
比
較
を
な
し
、
作
物
氣

候
の
相
違
に
依
り
、
耕
作
ご
言
ふ
こ
ご
に
讃
す
る
限
り
に

於
て
は
、
日
本
ご
歓
洲
ε
の
土
地
制
度
に
於
け
る
特
殊
な

る
類
似
を
意
見
し
難
く
、
耕
地
の
形
態
の
如
き
は
相
蓮
せ

る
を
見
る
も
、
其
他
の
黙
に
は
興
味
あ
る
類
似
あ
る
を
指

摘
し
、
名
田
を
以
て
英
國
の
鑑
紆
や
～
”
凶
お
象
・
に
比
し
、

次
に
ロ
分
田
の
制
度
を
述
べ
、
先
に
七
世
紀
以
前
に
臼
本

で
ば
土
地
の
分
配
法
が
行
は
れ
て
居
っ
て
、
令
の
制
度
は

之
を
維
持
せ
る
も
の
に
外
な
ら
す
ご
聡
し
、
又
死
亡
に
依

り
て
割
換
た
る
を
思
へ
ば
、
倉
の
班
田
法
は
上
代
に
於
る

族
的
集
團
の
配
分
法
の
耳
芝
に
當
れ
る
も
の
で
、
以
前
に

は
他
の
種
族
に
廃
る
が
如
く
、
一
軍
頻
繁
な
る
分
配
が
爲

さ
れ
た
で
あ
ら
う
ご
推
論
し
、
奴
隷
制
度
の
存
在
は
土
地

の
分
配
に
不
軍
国
を
來
さ
し
め
た
る
べ
く
、
「
部
」
ご
い
ふ

名
繕
が
農
奴
の
集
團
に
劃
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
こ
ご
よ
り

考
ふ
れ
ば
、
自
由
民
ビ
同
量
の
土
地
を
輿
へ
ら
れ
た
る
公
．

奴
平
な
る
も
の
は
、
原
住
民
が
征
服
者
に
降
服
し
て
、
そ

O



あ
農
奴
ε
爲
さ
れ
っ
、
、
彼
等
馬
丁
の
村
落
に
留
徹
せ
る

も
の
な
る
べ
し
ビ
籍
し
、
私
書
婬
は
勿
論
土
地
を
慮
下
し

得
な
か
っ
た
の
に
反
し
、
公
奴
魏
は
之
を
慮
分
し
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ご
を
注
意
し
て
居
る
。

次
に
大
即
智
の
申
に
二
分
田
制
度
ご
全
く
原
則
を
異
に
す

る
分
配
法
あ
り
て
新
嘗
服
地
を
分
配
す
る
爲
に
設
け
ら
れ

、
た
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
る
る
も
の
が
あ
る
。
帥
ち
ロ

ー
マ
が
ガ
ソ
ヤ
を
征
服
し
た
る
場
合
の
如
く
に
、
多
く
の

土
地
が
地
方
の
行
政
官
や
軍
人
に
與
へ
ら
れ
、
且
此
等
の

土
地
臓
免
税
で
あ
っ
た
こ
ε
で
、
蕪
に
ロ
ー
マ
に
於
る
が

如
き
】
蝕
笥
語
α
碇
が
起
る
原
因
あ
b
し
を
説
き
、
更
に
荘

園
が
起
り
て
、
七
世
紀
に
駆
る
ガ
リ
や
ご
同
様
に
自
由
借

地
入
ご
町
彫
借
地
人
ご
の
別
を
生
す
る
に
至
っ
た
こ
ご
や

荘
園
に
遮
る
義
務
の
一
般
的
性
質
ご
其
履
行
の
方
法
は
欧

湘
に
濁
る
と
相
類
似
し
、
其
登
達
の
状
態
も
亦
同
説
な
る

べ
き
を
推
論
し
て
居
る
。
（
h
い
ω
l
H
α
○
。
）
蕪
園
ご
大
名
領
地

き
の
差
異
と
言
ふ
楼
な
瓢
は
注
意
さ
れ
す
、
封
建
制
度
の

　
　
　
第
八
巻
　
研
究
の
栞
　
鰍
米
人
の
磐
σ
ろ
口
本
史
の
栗
（
第
六
圓
）

叙
述
は
不
完
全
で
あ
る
が
、
夫
等
は
黒
鳥
丈
の
範
型
外
ご

さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
次
に
村
落
制
度
に
及
び
藩
や
荘

園
が
村
落
よ
り
成
れ
る
を
、
英
國
の
日
窪
○
噌
が
冨
ヨ
ω

や
ぎ
あ
よ
り
成
れ
る
に
黒
し
、
村
の
年
寄
は
ヨ
磐
。
邑
の

箕
o
o
℃
o
。
。
ぎ
。
。
に
着
信
す
る
こ
と
や
、
英
國
や
印
度
の
村
落

集
團
に
起
る
こ
ご
普
通
な
る
、
融
σ
鍵
や
8
弓
。
導
盆
塁

等
の
村
の
黒
暗
が
見
當
ら
ざ
る
を
指
摘
し
、
村
民
の
階
級

制
度
が
崩
れ
て
行
け
る
こ
ご
を
論
じ
、
部
落
外
の
者
が
水

居
こ
な
り
、
水
呑
が
小
作
ε
な
る
こ
ご
を
、
英
國
や
印
度

に
獲
る
同
様
の
現
象
ご
比
較
し
た
。
（
H
α
○
。
1
馬
○
）
次
に
日

本
の
村
落
生
活
に
於
て
注
意
す
べ
き
こ
ざ
に
は
、
．
一
見
地

方
的
に
起
つ
た
や
う
に
見
ゆ
る
村
落
の
慣
習
が
實
は
直
接

に
、
政
府
よ
り
課
せ
ら
れ
だ
る
法
律
に
基
い
て
起
れ
る
こ

ε
あ
る
を
説
き
、
又
上
代
の
族
的
集
團
の
習
慣
ご
は
異
な

れ
る
村
落
集
團
の
慣
習
が
、
蕪
園
の
領
主
や
大
名
が
村
に

加
へ
た
連
盟
責
任
の
工
め
に
、
村
民
の
選
揮
に
依
っ
て
起

れ
る
こ
ご
な
ご
を
指
摘
し
た
O
（
お
？
く
ω
）
爾
ほ
、
相
績

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
一
五
七
（
一
五
七
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
究
の
栞

土
地
を
護
渡
す
る
こ
ご
を
好
ま
漁
風
習
を
印
度
に
於
る
ご

相
似
た
り
ご
し
、
五
人
組
制
憲
を
英
國
の
笥
三
一
ぬ
色
自
に

酷
似
す
ご
な
し
、
長
期
の
抵
當
は
グ
ロ
…
ニ
ン
ゲ
ン
の

げ
○
ご
O
B
器
性
を
思
は
し
め
、
永
小
作
は
歓
洲
に
よ
く
知
ら

れ
た
る
借
地
の
一
種
な
る
こ
ご
も
指
摘
し
て
居
る
○
（
馬
ω
！

容
疑
）
以
，
上
は
ウ
イ
グ
モ
ア
氏
も
言
へ
る
如
く
漸
く
比
較
研

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

究
の
ヒ
ン
ト
を
輿
へ
た
の
に
止
ま
る
が
、
最
後
に
氏
は
此

等
の
黙
に
輸
す
る
精
細
な
る
研
究
が
、
欧
湖
の
偽
者
や
日

本
の
若
い
人
達
に
依
っ
て
爲
さ
る
べ
き
こ
ご
を
望
ん
で
居

る
Q
　
附
鎌
ご
し
て
組
帳
、
代
官
の
告
示
、
高
札
、
農
民
の
分

限
に
訂
す
る
規
定
蕃
昌
酢
元
年
の
農
民
の
愁
訴
三
等
の
諜
、

土
地
所
有
の
歌
態
を
示
す
地
圖
な
ご
が
載
せ
ら
れ
元
。

盤
穿
薯
羅
馨
呆
私
霧
究
戦
前

験
真
ミ
不
義
。
器
㌦
．
濁
箕
簿
冨
囲
腕
試
贈
爵
Φ
碗
門
飾
同

◎
恥
麗
日
貯
暮
Φ
鮮
帥
笥
貯
◎
錫
農
書
帥
鐸
．
．
同
。
。
旨
（
8
・

歓
栄
人
の
書
け
る
舞
本
史
の
栞
（
第
六
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
剛
五
入
　
（
…
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧
し
り
・
ト
＜
〇
一
．
0
9
与
Q
【
一
⊇
）
●
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
刀
ゴ
の
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
タ
ー
ン
大
吉
食
指
敷
授
ウ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
モ
ァ
氏
は
、
此
大
器
の
人
ご
な
・
る
払
溺
年
串
“
で
、
的
ゴ
b
購
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
二
十
二
年
よ
り
二
十
五
年
ま
で
（
一
入
八
九
一
一
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
我
が
学
識
大
房
に
英
米
法
を
講
じ
て
居
た
Q
誤
配
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
シ
モ
ン
ズ
氏
の
手
録
を
整
理
し
た
る
外
、
爾
ほ
、
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
慣
例
類
集
、
商
事
慣
例
顛
集
及
び
徳
川
丸
鋼
例
を
英
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
附
せ
ん
こ
ご
を
思
ひ
た
ち
、
臼
本
亜
細
亜
協
會
の
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
得
、
口
本
の
學
者
養
生
に
委
威
し
て
三
者
の
諜
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
上
、
氏
之
に
加
筆
し
註
を
附
し
て
出
版
す
る
こ
ご
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
事
慣
例
類
集
は
第
二
部
契
約
（
民
事
慣
習
）
、
第
五
部
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
構
（
民
事
慣
習
）
、
第
七
黄
人
（
民
事
慣
習
）
の
三
部
に
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
徳
川
裁
判
例
は
第
三
部
契
約
（
法
律
上
の
先
例
）
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
所
有
権
（
法
律
上
の
先
例
）
、
及
び
第
八
部
入
へ
法
津
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
先
例
）
の
三
部
こ
な
し
、
商
事
慣
例
類
集
は
第
四
部
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
（
商
慣
習
）
に
勇
む
る
こ
ご
＼
書
し
た
の
で
あ
る
が
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
腎
ご
部
、
第
三
部
第
二
編
金
銭
貸
借
、
第
五
部
の
三
者



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

の
み
が
、
第
↓
部
緒
論
ご
共
に
公
刊
さ
れ
て
る
る
。
　
　
　
　
具
膿
的
な
ら
し
め
、
抽
象
的
な
ら
し
め
訟
こ
ご
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
緒
論
は
二
百
三
頁
を
費
し
、
先
づ
此
事
業
を
成
す
に
至
　
　
第
こ
の
特
色
は
裁
判
が
封
建
的
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ご
で
、

り
た
る
登
達
纒
過
、
原
本
の
内
容
性
質
を
説
き
、
間
々
當
　
　
庶
民
は
士
族
の
生
存
す
る
爲
の
富
を
作
る
遁
具
の
如
く
考

時
に
生
る
日
本
人
の
法
制
史
研
究
の
幼
稚
な
る
こ
と
を
述
　
　
へ
ら
れ
、
刑
罰
は
甚
だ
苛
酷
で
あ
っ
た
。
民
事
に
焦
し
て

　
べ
、
次
に
蕾
日
本
に
於
る
行
政
及
び
商
業
の
制
度
を
概
説
　
　
係
孚
愚
闇
に
爲
さ
る
る
裁
鋼
は
圭
鱈
の
恩
悪
の
如
く
考
へ

し
て
居
る
。
脚
ち
封
建
制
度
、
地
方
行
政
、
宗
敷
組
織
、
　
　
ら
れ
、
忠
霊
な
る
庶
民
の
第
一
の
義
務
は
、
爾
訟
を
起
し

裁
判
の
庭
狸
、
租
税
、
商
家
、
組
合
、
蓮
輸
、
貨
幣
銀
行
　
　
て
主
潜
を
煩
は
さ
訟
こ
ご
で
あ
っ
た
。
頑
固
な
原
告
は
假

．
及
び
商
業
手
形
、
米
取
引
等
の
諸
項
を
述
べ
た
。
　
　
　
　
　
命
遣
理
が
あ
っ
て
も
、
被
告
よ
り
も
認
り
良
い
目
を
見
な

　
此
中
注
意
す
べ
き
も
の
は
第
四
笛
「
裁
剣
の
虚
理
」
で
あ
　
　
い
ご
言
ふ
こ
ご
が
あ
っ
た
。
製
鋼
の
手
鑑
に
撃
て
も
封
建

ら
う
。
民
に
依
れ
ば
、
奮
日
本
の
裁
到
は
、
ア
ン
ダ
ロ
テ
　
　
的
思
想
が
這
入
っ
て
み
て
、
出
廷
ま
で
が
甚
だ
面
倒
で
あ

ク
ソ
ソ
の
裁
判
（
殊
に
普
通
法
に
渋
る
）
の
如
く
に
、
個
　
　
◎
、
端
野
官
の
前
で
は
庶
民
は
自
ら
大
に
卑
下
し
た
態
度

個
の
場
合
に
於
る
重
要
な
る
四
徳
蛍
篭
因
の
攣
化
を
巌
密
　
　
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

に
除
去
し
、
概
括
的
に
造
ら
れ
た
る
一
定
の
法
律
上
の
原
　
　
　
次
に
和
解
が
行
は
る
る
こ
ご
殊
に
多
か
り
し
を
指
摘
し

剛
に
依
り
て
行
は
る
る
の
で
ぽ
な
い
。
各
場
合
に
適
癒
し
　
　
和
解
が
多
く
行
は
れ
る
の
は
恐
ら
く
日
本
人
の
國
民
性
に

て
、
凡
て
の
利
害
を
秤
量
し
、
現
在
の
便
宜
の
爲
に
は
、
　
　
深
く
根
ざ
せ
る
姜
協
的
傾
向
に
依
る
こ
ε
で
あ
ら
う
ご
考

法
律
の
原
則
を
も
犠
牲
こ
す
る
ご
言
ふ
こ
ご
が
其
第
一
の
　
　
へ
た
。
郎
ら
分
析
に
精
巧
穴
．
ら
す
、
敢
行
す
る
が
爲
め
の

特
色
を
沸
し
て
居
る
。
此
特
色
は
假
に
約
言
せ
ば
裁
劉
を
　
　
強
き
決
心
を
勢
い
て
居
る
ご
言
ふ
こ
ご
が
、
安
協
和
解
で

　
　
　
第
八
巻
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
厭
米
人
の
書
け
る
日
本
史
の
栞
（
第
六
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
一
五
九
　
（
一
五
九
）



倉
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
蹟
米
人
の
警
け
ろ
“
本
更
の
某
（
第
六
繍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
六
〇
　
（
一
六
〇
）

事
を
濟
し
寧
ろ
禮
譲
を
害
は
ざ
ら
ん
こ
ビ
を
努
め
し
む
る

所
以
で
、
イ
エ
リ
ン
グ
澱
授
の
「
灌
利
繁
藤
」
に
書
か
れ
た

の
ご
は
、
丁
度
反
樹
の
精
瀞
が
日
本
人
の
精
紳
で
あ
る
。

封
建
的
貴
族
政
治
が
庶
民
間
の
腎
管
を
公
け
に
し
て
卒
和

を
害
す
る
こ
と
を
避
け
ん
ご
し
、
其
爲
に
和
解
の
風
が
助

成
さ
れ
た
）
、
此
手
績
が
法
の
命
ず
る
庭
ざ
な
つ
元
の
は

・
事
實
で
あ
る
が
、
併
し
此
立
法
は
恐
ら
く
は
奮
慣
を
破
る

ざ
言
ふ
傾
向
一
恐
く
は
都
會
に
て
一
1
を
防
止
せ
ん
こ

し
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
斯
く
て
警
衛
あ
ら
ば
、
私
的
公
的

の
和
解
の
手
段
を
益
し
て
も
、
途
に
治
り
兼
ね
た
場
合
に

始
め
て
、
代
官
奉
行
等
の
裁
劉
に
係
け
ら
る
る
の
で
あ
る

凡
そ
右
の
如
き
黙
を
注
意
し
た
後
、
同
一
の
裁
鋼
管
轄
に

濾
す
る
土
地
に
於
る
幕
府
直
轄
地
、
都
市
、
大
名
領
地
等

の
訴
訟
や
、
又
は
此
等
相
互
の
間
に
て
起
れ
る
訴
訟
が
、

源許

闖
鰍
ﾌ
古
陶
等
裁
・
到
に
係
甜
燭
す
べ
き
…
場
合
を
述
べ
、
評
｛
疋

所
の
組
織
に
書
及
し
て
居
る
。
（
M
H
l
℃
轟
）

　
其
他
税
制
に
撃
て
は
，
大
阪
の
町
税
徴
記
法
、
仙
豪
藩

の
役
の
制
度
を
詳
述
し
、
五
公
五
民
及
び
四
公
六
民
の
税

法
が
米
の
生
産
額
の
計
量
ご
驕
係
あ
る
べ
き
こ
ざ
な
ざ
を

考
へ
、
商
家
に
上
し
て
は
、
家
な
る
観
念
が
強
一
商
業
上

の
諸
慣
習
の
成
立
に
影
響
し
、
諸
職
は
商
家
の
株
を
得
て

爲
す
を
要
し
、
徒
弟
制
度
ざ
家
族
制
度
ざ
が
結
合
し
、
長

子
相
器
制
は
諸
大
名
の
政
治
に
攣
る
が
如
く
、
家
の
支
配

入
に
依
て
商
業
を
行
は
し
む
る
こ
ご
こ
な
り
、
番
頭
は
別

家
を
許
さ
れ
別
家
ご
本
家
と
の
間
に
は
固
き
内
部
的
結
含

を
有
し
て
居
た
こ
ご
な
ご
を
注
意
し
、
商
取
引
に
付
て
は

荷
主
問
屋
小
諸
人
の
關
係
を
賂
溢
し
た
。
次
に
組
合
（
9
徽

國
α
。
。
）
の
起
源
組
織
規
約
等
を
述
べ
て
居
る
が
、
其
超
源
は

商
業
上
家
こ
か
株
こ
か
言
ふ
も
の
が
、
一
世
を
な
し
て
居

て
、
新
企
業
の
計
書
に
憎
し
制
限
を
際
し
て
み
る
際
、
之

を
侵
し
て
自
由
に
新
企
業
を
聾
す
者
あ
る
に
潔
し
、
此
制

度
を
維
持
す
る
が
爲
に
上
の
樺
威
を
借
り
て
起
る
に
至
れ

る
も
の
の
如
く
考
へ
、
又
組
合
制
度
の
利
弊
を
論
じ
て
居

る
。
貨
幣
、
爾
替
、
各
種
の
商
業
手
形
、
江
戸
ε
大
阪
ご



の
貸
借
關
係
の
李
均
、
米
取
引
等
商
業
や
経
濟
に
關
す
る

多
く
の
叙
述
を
な
し
て
居
る
◎

　
な
ほ
氏
に
は
欝
σ
q
㌶
望
弩
ヨ
O
h
O
嵐
冒
罵
斜
昌
（
ρ
。
。
一
8

bd
ｨ
“
＜
O
M
．
H
く
こ
潭
ノ
●
轟
Q
ω
ム
訟
》
禽
。
。
ム
。
。
義
・
切
。
ω
登
ご
H
G
。

り
い
）
ε
言
ふ
論
文
が
あ
る
が
、
前
述
の
緒
論
第
四
節
は
、

此
論
文
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

紹

介

　
　
　
⑳
南
北
朝
時
代
吏
　
　
丈
學
博
士
　
田
中
義
成
著

　
二
等
繕
翼
生
ミ
し
て
正
院
修
史
局
に
撫
仕
せ
ら
れ
て
以
來
約
四

十
五
年
闘
、
專
ら
修
奥
事
業
に
身
を
委
ね
、
傍
ら
文
科
大
回
敏
授

嚇
こ
し
て
早
生
の
指
導
に
カ
を
蝿
さ
れ
た
故
文
學
博
士
田
中
義
成
先

生
は
、
景
慕
中
特
に
中
世
史
に
通
擁
せ
ら
れ
た
様
で
あ
っ
た
が
、

A
’
そ
の
大
｛
學
に
於
け
る
講
義
手
控
を
主
ε
し
、
そ
の
鋏
逸
す
る
所

は
親
し
く
講
鑓
に
待
し
た
る
人
々
の
手
録
を
以
て
補
綴
し
て
出
版

せ
ら
れ
た
も
の
が
太
書
で
あ
る
。
第
嘩
章
「
時
代
の
名
構
」
以
下
第

　
　
　
第
布
巻
　
紹
　
　
介

七
十
五
章
「
南
朝
皇
胤
の
宋
路
」
に
至
る
ま
で
、
南
北
朝
時
代
に
租

つ
た
政
治
事
實
を
、
極
め
て
簡
粗
の
中
に
細
大
漏
す
事
な
く
牧
録

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
企
篇
殆
ん
♂
猫
創
の
三
三
に
満
ち
て
居

る
。
殊
に
南
北
爾
朝
の
正
閏
問
題
に
關
し
て
下
さ
れ
た
る
事
賓
を

事
賢
ミ
し
て
の
判
断
は
、
千
古
不
易
の
大
論
定
で
あ
り
、
南
朝
が
賀

名
三
叉
は
金
剛
山
の
一
隅
に
簿
回
し
な
が
ら
囲
え
す
よ
く
東
北
地

方
及
び
九
州
地
方
ε
の
聯
絡
を
保
ち
て
、
北
朝
の
虚
を
突
く
事
に

成
功
せ
ら
れ
し
「
大
偉
策
は
、
准
后
北
畠
親
虜
の
計
叢
す
る
所
で

あ
っ
て
、
武
家
ε
し
て
の
第
一
人
者
た
ろ
同
氏
を
し
て
、
終
に
南

帝
を
如
何
噛
し
も
す
る
能
は
ざ
ら
し
め
た
も
の
は
、
實
に
親
房
の
全

國
的
な
る
作
戦
の
た
め
で
あ
る
ミ
せ
ら
れ
た
黙
や
、
足
利
直
義
を

以
て
、
南
北
合
一
を
試
み
た
最
初
の
主
張
者
で
あ
る
ε
言
は
れ
た

黙
は
、
何
人
も
異
論
を
挿
む
構
内
の
な
い
断
定
で
あ
ら
う
。
…
々

の
史
料
を
註
記
せ
ら
れ
た
事
は
、
本
書
が
決
し
て
猫
断
的
の
史
論

を
含
ん
で
居
な
い
事
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
菊
版
二
百
八

＋
八
コ
口
腿
衡
に
数
葉
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
挿
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
鷹
二
、
五
〇
，
明
治
書
院
嚢
行
）

盤
罪
　
一
　
號
　
　
　
】
六
〕
　
（
U
山
ハ
】
）


